
●
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
と
世
代
交
代

多
く
の
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
同
様
に
、
台
湾
で
も
、

大
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
グ
ル
ー
プ
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
は

家
族
所
有
・
経
営
型
の
企
業
集
団
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
所
有
主
家
族
が
、
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
型
の
出
資
や
構
成
企
業
間
の
株
式
持
ち
合
い

等
の
手
段
を
通
じ
て
傘
下
企
業
に
対
す
る
所
有
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
保
持
し
て
い
る
。
ま
た
所
有
主
家

族
の
メ
ン
バ
ー
は
、
し
ば
し
ば
、
グ
ル
ー
プ
の
主

要
企
業
の
董
事
長
（
代
表
取
締
役
）
や
総
経
理

（
総
支
配
人
）
と
い
っ
た
要
職
に
就
い
て
、
企
業

経
営
に
も
参
加
す
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
個
々
の
企
業

│
特
に
上
場
・
店
頭
公
開
企
業
は
、
事
業
体
と
し

て
の
継
続
性
を
有
す
る
ゴ
ー
イ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ン

で
あ
る
。
し
か
し
、
所
有
主
家
族
に
は
世
代
交
代

が
つ
き
も
の
で
あ
り
、
世
代
間
の
所
有
・
経
営
権

の
継
承
は
、
し
ば
し
ば
家
族
間
の
確
執
を
招
き
、

グ
ル
ー
プ
の
分
裂
・
再
編
の
引
き
金
と
な
る
。
フ

ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
は
常
に
、
企
業
の
論
理
と
家

族
の
論
理
の
あ
い
だ
の
均
衡
点
を
さ
ぐ
り
、
時
に

そ
の
間
で
引
き
裂
か
れ
る
存
在
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
台
湾
を
代
表
す
る
二
つ
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
遠
東
グ
ル
ー
プ
と
和
信
グ

ル
ー
プ
を
事
例
に
、
創
業
者
の
息
子
た
ち
の
苦
悩

と
苦
闘
と
い
う
視
点
か
ら
、
一
九
九
○
年
代
の
両

グ
ル
ー
プ
の
展
開
を
検
討
す
る
。

●
二
代
目
た
ち
の
挑
戦
│
一
九
九
○
年

代
の
新
事
業
へ
の
参
入

今
日
の
台
湾
の
上
位
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の

多
く
は
、
一
九
五
○
年
代
か
ら
一
九
六
○
年
代
に

か
け
て
設
立
さ
れ
、
台
湾
経
済
の
急
速
な
構
造
変

動
を
く
ぐ
り
ぬ
け
て
成
長
を
遂
げ
て
き
た
グ
ル
ー

プ
で
あ
る
。
近
年
は
、
Ｉ
Ｔ
機
器
製
造
業
や
金
融

業
を
中
心
に
、
非
家
族
所
有
・
経
営
型
の
グ
ル
ー

プ
が
台
頭
し
て
き
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、

伝
統
的
な
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
グ
ル
ー
プ
の
存

在
感
は
大
き
い
。

こ
れ
ら
の
老
舗
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
多
く

は
、
セ
メ
ン
ト
業
や
繊
維
産
業
、
金
融
業
等
を
足

が
か
り
に
初
期
の
事
業
の
基
盤
を
固
め
た
。
一
九

七
○
〜
八
○
年
代
の
成
長
も
、
本
業
と
そ
の
関
連

分
野
へ
の
多
角
化
投
資
を
主
な
原
動
力
と
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
八
○
年
代
末
頃
か

ら
、
こ
の
状
況
に
は
変
化
が
生
じ
た
。
老
舗
フ
ァ

ミ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
が
次
々
と
、
従
来
の
本
業
と
の

関
連
性
が
薄
い
分
野
に
多
角
化
投
資
を
行
う
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
第
一
の
要
因
は
、
外
的
な
事
業
環
境
の
変

化
に
求
め
ら
れ
る
。
一
九
八
○
年
代
以
降
、
台
湾

政
府
は
経
済
の
自
由
化
政
策
を
進
め
、
従
来
、
民

間
企
業
の
参
入
を
規
制
し
て
い
た
金
融
・
通
信
・

発
電
・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
等
の
セ
ク
タ
ー
で
、

新
規
参
入
を
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
新
た

な
商
機
の
出
現
が
、
従
来
の
本
業
で
あ
っ
た
セ
メ

ン
ト
業
や
繊
維
産
業
等
の
斜
陽
化
に
直
面
し
て
い

た
上
位
ビ
ジ
ネ
ス
グ
ル
ー
プ
の
多
角
化
投
資
を
誘

発
し
た
。

第
二
に
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
代
交
代

が
、
新
事
業
へ
の
参
入
の
引
き
金
と
な
っ
た
。
一

九
六
○
〜
七
○
年
代
に
グ
ル
ー
プ
を
設
立
し
た
創

業
者
世
代
の
子
供
た
ち
は
、
一
九
八
○
年
代
以
降
、

徐
々
に
グ
ル
ー
プ
経
営
に
参
加
し
、
事
業
の
継
承

に
向
け
て
準
備
を
整
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

海
外
で
高
等
教
育
を
受
け
た
二
代
目
た
ち
は
、
ハ

イ
テ
ク
産
業
や
、
外
資
と
の
提
携
を
伴
う
金
融
・

通
信
業
へ
の
参
入
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
。

彼
ら
は
競
っ
て
こ
れ
ら
の
事
業
へ
の
投
資
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
主
導
す
る
こ
と
で
、
偉
大
な
る
父
の
跡

継
ぎ
と
な
る
に
ふ
さ
わ
し
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を

台
湾
／
二
代
目
の
苦
悩̶

遠
東
グ
ル
ー
プ
の
徐
家
と
和
信
グ
ル
ー
プ
の
辜
家
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グ
ル
ー
プ
内
外
に
示
そ
う
と
し
た
。
以
下
に
み
る

遠
東
・
和
信
の
両
グ
ル
ー
プ
は
、
い
ず
れ
も
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
二
代
目
た
ち
が
新
事
業
へ
の
投
資
を
推

し
進
め
た
事
例
で
あ
る
。

●
徐
家
の
遠
東
グ
ル
ー
プ
│
集
権
型
フ

ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
所
有
と
経

営遠
東
グ
ル
ー
プ
の
所
有
主
家
族
で
あ
る
徐
家
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
、
国
民
党
の
台
湾
移
転
と

前
後
し
て
渡
台
し
た
外
省
人
の
事
業
家
家
族
で
あ

る
。
創
業
者
で
あ
る
江
蘇
省
出
身
の
徐
有
庠
（
一

九
一
二
〜
二
○
○
○
年
）
と
そ
の
弟
・
渭
源
は
、

戦
時
中
に
上
海
で
繊
維
工
場
を
営
ん
だ
の
ち
、
台

湾
に
渡
り
、
一
九
五
四
年
に
遠
東
紡
織
を
設
立
し

た
。
同
社
は
後
に
合
繊
製
造
に
参
入
し
、
急
成
長

を
実
現
し
た
。
徐
兄
弟
は
ま
た
、
一
九
六
○
〜
七

○
年
代
を
通
じ
て
セ
メ
ン
ト
（
亞
洲
セ
メ
ン
ト
）、

デ
パ
ー
ト
（
遠
東
百
貨
）、
石
化
製
品
製
造
業

（
東
聯
化
学
）
等
に
参
入
し
て
成
功
を
お
さ
め
た
。

一
九
九
○
年
代
初
頭
に
な
る
と
、
グ
ル
ー
プ
を

強
力
な
統
率
力
で
率
い
て
き
た
徐
有
庠
の
健
康
不

安
が
表
面
化
し
た
。
有
庠
に
は
、
二
人
の
妻
と
の

あ
い
だ
に
、
五
人
の
息
子
と
四
人
の
娘
が
あ
っ
た
。

台
湾
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
継
承
で
は
、
長

男
を
優
遇
し
つ
つ
も
、
他
の
子
た
ち
に
も
一
定
の

事
業
を
分
け
与
え
て
経
営
に
当
た
ら
せ
る
こ
と
が

多
い
。
し
か
し
、
有
庠
は
グ
ル
ー
プ
の
一
体
性
を

維
持
す
る
た
め
、
事
業
の
分
割
継
承
を
行
わ
な
か

っ
た
。
そ
し
て
、
父
の
後
継
ぎ
の
座
を
競
い
合
っ

て
い
た
第
一
夫
人
の
長
男
・
旭
時
と
第
二
夫
人
の

長
男
・
旭
東
の
な
か
か
ら
、
旭
東
（
一
九
四
二
年

〜
）
を
後
継
者
に
選
び
、
一
九
九
三
年
こ
ろ
ま
で

に
グ
ル
ー
プ
の
事
業
経
営
を
一
括
し
て
譲
り
渡
し

た
。一

九
九
○
年
代
の
遠
東
グ
ル
ー
プ
は
、「
疲
れ

を
知
ら
な
い
仕
事
狂
」
と
し
て
名
高
い
徐
旭
東
の

強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
、
一
九
八
○

年
代
末
以
降
の
経
済
自
由
化
政
策
に
よ
っ
て
新
た

に
民
間
企
業
に
開
放
さ
れ
た
セ
ク
タ
ー
へ
の
投
資

を
次
々
と
行
っ
た
。
一
九
九
二
年
に
は
銀
行
業
、

一
九
九
六
年
に
は
発
電
業
、
一
九
九
七
年
に
は
携

帯
電
話
通
信
事
業
に
参
入
し
た
。
今
日
の
遠
東
グ

ル
ー
プ
は
、
台
湾
で
最
も
多
角
化
の
度
合
い
の
高

い
ビ
ジ
ネ
ス
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

●
徐
旭
東
│
「
賢
人
支
配
」
の
功
罪

遠
東
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
は
、
第
一
に
、
こ
の
多

数
か
つ
多
様
な
企
業
群
が
、
徐
家
の
強
い
所
有
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
に
あ
る
点
で
あ
る
。
図
１
は
、

同
グ
ル
ー
プ
傘
下
の
主
要
企
業
の
所
有
構
造
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
見
て
と
れ
る
よ
う

に
、
徐
家
が
各
社
に
対
し
て
直
接
的
に
保
有
す
る

株
式
の
比
率
は
せ
い
ぜ
い
数
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
で

あ
る
が
、
同
家
は
、
主
要
企
業
間
で
の
株
式
持
ち

合
い
と
、
グ
ル
ー
プ
傘
下
の
投
資
会
社
、
学
校
・

基
金
会
等
を
経
由
し
た
出
資
の
組
み
合
わ
せ
を
通

じ
て
各
社
へ
の
所
有
支
配
を
貫
徹
し
て
い
る
。
遠

東
グ
ル
ー
プ
は
、
台
湾
の
大
型
ビ
ジ
ネ
ス
グ
ル
ー

プ
の
企
業
統
治
上
の
問
題
と
し
て
し
ば
し
ば
批
判

さ
れ
る
こ
れ
ら
の
手
段
を
最
も
広
範
に
利
用
し
て

い
る
企
業
集
団
な
の
で
あ
る
。

遠
東
グ
ル
ー
プ
の
第
二
の
特
徴
は
、
徐
旭
東
が
、

グ
ル
ー
プ
の
主
要
企
業
の
董
事
長
を
兼
務
す
る
強

力
な
集
権
体
制
を
敷
い
て
い
る
点
に
あ
る
。
傘
下

の
上
場
企
業
八
社
の
う
ち
の
七
社
で
、
旭
東
が
董

事
長
を
務
め
て
お
り
、
こ
れ
を
、
旭
東
の
妹
や
妹

婿
、
さ
ら
に
旭
東
の
腹
心
の
部
下
数
名
が
、
各
社

の
総
経
理
や
取
締
役
と
し
て
補
佐
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
遠
東
グ
ル
ー
プ
で
は
、
徐
家
に

よ
る
グ
ル
ー
プ
各
社
へ
の
強
力
な
所
有
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
が
成
立
し
て
お
り
、
そ
の
権
限
は
、
徐
旭
東

の
掌
中
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
点
に
、

遠
東
グ
ル
ー
プ
の
最
大
の
強
み
と
弱
み
が
あ
る
と

い
え
よ
う
。

一
九
九
○
年
代
を
通
じ
て
遠
東
グ
ル
ー
プ
は
、

旭
時
と
の
継
承
権
争
い
の
過
程
を
通
じ
て
経
営
者

と
し
て
の
訓
練
と
研
鑽
を
つ
み
、
熱
心
な
仕
事
ぶ

り
で
知
ら
れ
る
徐
旭
東
へ
の
権
限
集
中
を
梃
子
に
、

新
事
業
へ
の
機
動
的
な
参
入
を
果
た
し
て
き
た
。

彼
は
、
父
が
築
い
た
グ
ル
ー
プ
事
業
の
基
礎
を
さ

ら
に
多
角
化
し
て
、
台
湾
屈
指
の
コ
ン
グ
ロ
マ
リ

ッ
ト
を
築
く
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の

点
で
、
二
代
目
に
求
め
ら
れ
る
任
務
を
見
事
に
達

成
し
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
所
有
主
家
族
が
二
代
目
の
跡
取
り
に

求
め
る
も
う
一
つ
の
重
要
な
任
務
が
、
世
代
を
越

え
て
、
傘
下
事
業
に
対
す
る
家
族
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
維
持
し
う
る
体
制
づ
く
り
に
あ
る
と
す
れ
ば
、

徐
旭
東
は
い
ま
だ
こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
達
成
し
て

は
い
な
い
。
集
権
的
な
体
制
を
と
る
グ
ル
ー
プ
に

お
い
て
し
ば
し
ば
観
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
遠
東
グ

ル
ー
プ
で
も
、
徐
旭
東
か
ら
次
の
リ
ー
ダ
ー
へ
の
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継
承
の
道
筋
は
見
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
徐
旭

東
の
妻
は
ア
メ
リ
カ
人
で
、
子
供
た
ち
も
外
国
育

ち
で
あ
る
。
旭
東
の
息
子
・
國
安
は
遠
東
グ
ル
ー

プ
の
事
業
に
参
加
す
る
と
見
ら
れ
て
い
る
が
、
彼

自
身
の
事
業
運
営
へ
の
意
欲
や
力
量
は
未
知
数
で

あ
る
。

こ
れ
ま
で
徐
旭
東
の
「
賢
人
支
配
」
下
で
順
調

な
発
展
を
遂
げ
て
き
た
遠
東
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
が
、

そ
の
未
来
の
舵
取
り
の
ゆ
く
え
は
明
ら
か
で
は
な

い
。

●
辜
家
の
和
信
グ
ル
ー
プ
│
名
望
家
族

の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

辜
家
は
、
日
本
に
よ
る
植
民
地
統
治
下
の
台
湾

で
「
五
大
家
族
」
と
呼
ば
れ
た
名
望
家
族
の
一
つ

で
あ
り
、
戦
後
も
一
貫
し
て
台
湾
の
政
財
界
に
大

き
な
影
響
力
を
有
し
て
き
た
家
族
で
あ
る
。
辜
家

の
繁
栄
の
基
礎
を
築
い
た
の
は
、
辜
顕
榮
（
一
八

六
六
〜
一
九
三
七
年
）
で
あ
っ
た
。
台
湾
中
部
の

鹿
港
に
生
ま
れ
た
辜
顕
榮
は
、
貿
易
商
と
し
て
頭

角
を
現
し
た
の
ち
、
い
ち
は
や
く
日
本
に
よ
る
植

民
地
統
治
に
協
力
し
て
富
を
築
い
た
。
辜
顕
榮
に

は
六
人
の
妻
と
の
あ
い
だ
に
、
複
数
名
の
養
子
を

含
む
一
二
人
の
子
が
あ
っ
た
が
（
文
末
付
記
参

照
）、
こ
の
う
ち
、
顕
榮
の
死
去
に
伴
い
家
族
の

事
業
を
継
承
し
た
の
は
辜
振
甫
（
一
九
一
七
〜
二

○
○
五
年
）
で
あ
っ
た
。
辜
家
の
資
本
蓄
積
の
起

点
は
顕
榮
の
時
代
に
遡
る
た
め
、
台
湾
で
は
辜
振

甫
を
「
辜
家
の
第
二
世
代
」
と
す
る
こ
と
が
多
い

が
、
戦
後
の
和
信
グ
ル
ー
プ
の
基
礎
を
築
い
た
の

は
辜
振
甫
で
あ
る
。
こ
の
点
に
鑑
み
て
、
本
稿
で

は
辜
振
甫
を
和
信
グ
ル
ー
プ
の
第
一
世
代
と
み
な

し
て
議
論
を
進
め
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
台
湾
が
中
華
民
国
の
統

治
の
も
と
に
入
る
と
、
辜
振
甫
は
国
民
党
政
府
と

緊
密
な
協
力
関
係
を
結
び
、
国
民
党
の
中
央
常
務

委
員
や
財
界
の
要
職
を
歴
任
し
た
。
ま
た
晩
年
に

は
、
中
国
と
の
交
流
窓
口
で
あ
る
海
峡
交
流
基
金

会
の
董
事
長
と
し
て
、
両
岸
対
話
の
パ
イ
プ
役
と

な
っ
た
。
辜
振
甫
の
甥
・
辜
濂
松
（
一
九
三
三
年

〜
）
も
同
様
に
、
政
財
界
の
要
職
を
歴
任
し
て
い

る
。
辜
家
は
、
二
○
世
紀
台
湾
を
統
治
し
た
二
つ

の
政
治
権
力
と
と
も
に
歩
む
こ
と
に
よ
り
、
一
族

の
政
治
的
・
経
済
的
地
位
を
確
固
た
る
も
の
と
し

て
き
た
の
で
あ
る
。

戦
後
の
辜
家
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
セ

メ
ン
ト
業
と
金
融
業
を
二
本
柱
と
し
て
発
展
を
遂

げ
て
き
た
。
い
ず
れ
の
事
業
も
初
期
に
は
辜
振
甫

が
主
導
し
て
い
た
が
、
辜
濂
松
が
家
族
事
業
に
参

加
す
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
振
甫
が
セ
メ
ン

ト
業
、
濂
松
が
金
融
業
の
経
営
を
主
と
し
て
担
う

よ
う
に
な
り
、
こ
れ
が
振
甫
及
び
濂
松
の
子
た
ち

に
そ
れ
ぞ
れ
受
け
継
が
れ
た
。

辜
家
の
家
族
事
業
の
特
徴
は
、
辜
振
甫
系
の
家

族
メ
ン
バ
ー
と
辜
濂
松
系
の
家
族
メ
ン
バ
ー
が
、

経
営
面
で
は
分
業
し
つ
つ
も
、
家
族
で
所
有
す
る

投
資
会
社
を
通
じ
て
互
い
が
経
営
す
る
企
業
に
出

資
し
あ
い
、
重
要
事
項
に
つ
い
て
は
共
同
で
決
定

す
る
体
制
を
築
く
こ
と
で
、
和
信
グ
ル
ー
プ
と
し

て
の
一
体
性
を
保
持
し
て
き
た
こ
と
に
あ
る
。
多

く
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
が
親
族
間
の
不
仲
や

代
替
わ
り
を
契
機
に
分
裂
・
再
編
す
る
な
か
に
あ

っ
て
、「
分
業
す
れ
ど
も
分
家
せ
ず
」
と
繰
り
返

し
明
言
す
る
辜
家
の
固
い
団
結
ぶ
り
は
、
一
つ
の

理
想
像
と
も
み
な
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
辜
家
の
事
業
は
、
二
○
○
三
年

に
い
た
っ
て
、
和
信
グ
ル
ー
プ
（
な
い
し
台
湾
セ

メ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
）
と
中
信
銀
グ
ル
ー
プ
に
分
離

し
た
。
そ
の
重
要
な
原
因
の
一
つ
は
、
辜
振
甫
の

息
子
た
ち
が
一
九
九
○
年
代
に
主
導
し
た
多
角
化

図１　2004 年の遠東グループの所有構造の概略（出資比率％）

グループ内学校・基金会
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遠東百貨

（出所）各社年報、公開説明書などをもとに筆者作成。
（注）1）徐家の出資比率は、年報・公開説明書などに記載されていないメンバーを含めればさらに多いと推測される。

2）うち徐旭東の出資比率は 1.9％。
3）上図は和信電訊の買収後の出資構成（資料の制約により、一部のデータの時点は異なる）。
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投
資
の
挫
折
に
あ
っ
た
。

●
辜
啓
允
・
成
允
兄
弟
│
挑
戦
と
挫
折

台
湾
セ
メ
ン
ト
は
、
日
本
統
治
下
の
台
湾
で
操

業
し
て
い
た
日
系
資
本
の
セ
メ
ン
ト
工
場
を
接
収

し
て
成
立
し
た
公
営
企
業
が
、
農
地
改
革
の
一
環

と
し
て
民
間
に
払
い
下
げ
ら
れ
、
成
立
し
た
企
業

で
あ
る
。
辜
振
甫
は
、
同
社
の
事
業
払
い
下
げ
の

過
程
に
関
与
し
た
の
ち
、
一
九
五
九
年
に
総
経
理

に
、
一
九
七
三
年
に
董
事
長
兼
総
経
理
に
就
任
し
、

二
○
○
五
年
に
死
去
す
る
ま
で
董
事
長
を
務
め
た
。

台
湾
セ
メ
ン
ト
は
、
政
府
の
保
護
政
策
と
国
内

市
場
の
発
展
を
背
景
に
、
長
ら
く
高
収
益
企
業
と

し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
辜
振
甫
の
華
や
か
な

社
交
関
係
を
背
景
に
、
著
名
な
財
界
人
や
名
望
家

族
が
同
社
の
株
主
・
取
締
役
に
名
を
連
ね
た
。
こ

の
よ
う
な
経
緯
に
加
え
て
、
早
く
も
一
九
六
二
年

に
上
場
し
た
こ
と
か
ら
、
台
湾
セ
メ
ン
ト
は
、
台

湾
の
な
か
で
は
相
対
的
に
分
散
し
た
所
有
構
造
を

持
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
点
は
、
分
家
直
前
の

二
○
○
一
〜
○
二
年
頃
の
和
信
グ
ル
ー
プ
の
所
有

構
造
の
概
略
を
示
し
た
図
２
か
ら
見
て
と
れ
る
。

辜
家
が
、
そ
の
低
い
所
有
比
率
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

台
湾
セ
メ
ン
ト
の
経
営
に
対
し
て
大
き
な
影
響
力

を
持
ち
得
た
の
は
、
台
湾
の
政
財
界
に
お
け
る
辜

振
甫
の
威
信
の
高
さ
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

一
九
八
○
年
代
末
頃
か
ら
、
辜
振
甫
の
二
人
の

息
子
、
啓
允
（
一
九
五
三
〜
二
○
○
一
年
）
と
成

允
（
一
九
五
四
年
〜
）
が
、
家
族
事
業
に
加
わ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
折
し
も
こ
の
時
期
、
台
湾
の
セ

メ
ン
ト
業
は
急
速
に
斜
陽
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
と

も
に
米
国
で
Ｍ
Ｂ
Ａ
を
取
得
し
た
啓
允
・
成
允
の

関
心
は
、
必
然
的
に
、
政
府
の
規
制
緩
和
政
策
に

よ
っ
て
出
現
し
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
へ
と
向
い
た
。

長
男
の
啓
允
が
選
ん
だ
の
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

事
業
を
は
じ
め
と
す
る
メ
デ
ィ
ア
事
業
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
豪
気
な
性
格
で
知
ら
れ
た
彼
の
事
業
展

開
は
、
浪
費
的
な
も
の
で
あ
り
、
特
に
一
九
九
○

年
代
を
通
じ
て
多
額
の
投
資
を
行
っ
た
メ
デ
ィ
ア

関
連
事
業
は
「
巨
大
な
洞
穴
に
金
を
注
ぐ
よ
う
」

と
形
容
さ
れ
る
結
果
に
終
わ
っ
た
。
辜
家
は
、
啓

允
の
事
業
の
失
敗
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
失
を
埋
め

合
わ
せ
る
た
め
、
数
百
億
元
の
資
産
を
処
分
し
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
啓
允
自
身
に
も
金
銭

問
題
、
健
康
問
題
が
浮
上
し
た
。
二
○
○
一
年
末
、

啓
允
は
四
八
歳
の
若
さ
で
病
の
た
め
に
こ
の
世
を

去
っ
た
。

他
方
で
、
一
九
九
一
年
に
父
か
ら
台
湾
セ
メ
ン

ト
の
総
経
理
の
職
を
継
承
し
た
次
男
の
成
允
が
一

九
九
○
年
代
半
ば
以
降
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
通

信
事
業
で
あ
っ
た
。
台
湾
の
通
信
事
業
は
長
ら
く

公
的
部
門
の
独
占
下
に
あ
り
、
潜
在
的
な
供
給
不

足
の
状
態
に
あ
っ
た
。
な
か
で
も
携
帯
電
話
通
信

事
業
の
有
望
性
は
高
く
、
多
く
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ

ジ
ネ
ス
が
事
業
免
許
の
獲
得
に
強
い
意
欲
を
抱
い

て
い
た
。
和
信
グ
ル
ー
プ
が
四
○
％
を
出
資
し
て

設
立
し
た
和
信
電
訊
は
、
北
部
地
域
免
許
の
獲
得

に
成
功
し
、
一
九
九
七
年
に
事
業
を
開
始
し
た
。

し
か
し
、
和
信
電
訊
の
道
の
り
も
ま
た
険
し
い

も
の
で
あ
っ
た
。
開
放
直
後
の
通
信
産
業
で
の
企

業
間
競
争
は
激
し
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
保
護
政

策
の
下
で
発
展
を
遂
げ
た
台
湾
セ
メ
ン
ト
に
は
、

激
烈
な
消
費
者
獲
得
競
争
に
対
応
で
き
る
ノ
ウ
ハ

ウ
が
十
分
に
備
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
い
く
つ
か

の
経
営
判
断
ミ
ス
も
重
な
り
、
同
社
の
事
業
は
次

第
に
苦
況
に
陥
っ
た
。
二
○
○
一
年
末
に
は
、
資

金
面
で
の
制
約
か
ら
、
第
三
世
代
移
動
通
信
事
業

の
免
許
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
か
ら
下
り
る
こ
と
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。
こ
の
頃
か
ら
成
允
は
他
社
と
の
事

業
提
携
を
真
剣
に
探
る
よ
う
に
な
り
、
二
○
○
四

図２　2001 ～ 02 年ごろの和信グループの所有構造の概略（出資比率％）
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年
に
、
和
信
電
訊
は
遠
東
グ
ル
ー
プ
傘
下
の
遠
傳

電
信
の
完
全
子
会
社
と
な
っ
た
。

他
方
、
辜
濂
松
が
率
い
る
金
融
事
業
は
、
順
調

な
発
展
を
遂
げ
て
い
る
。
辜
濂
松
は
、
一
九
八
八

年
に
振
甫
か
ら
中
国
信
託
投
資
の
董
事
長
の
座
を

引
き
継
い
だ
の
ち
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
て
同
社
を
台
湾
有
数
の
優
良
な
金
融
機
関
へ

と
育
て
た
。
二
○
○
二
年
に
は
、
金
融
持
株
会
社

法
の
成
立
を
受
け
て
中
国
信
託
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
を
設
立
し
、
グ
ル
ー
プ
の
体
制

を
再
編
・
強
化
し
た
。
辜
家
三
代
目
に
あ
た
る
濂

松
の
息
子
た
ち
も
、
一
九
九
○
年
代
以
降
、
中
信

銀
グ
ル
ー
プ
各
社
の
要
職
に
就
い
て
い
る
。

二
○
○
三
年
に
、
両
辜
家
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
は
正
式
に
分
離
し
た
。
辜
啓
允
の
死
、
辜
振

甫
家
系
の
事
業
の
不
振
と
い
う
不
幸
に
見
舞
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
本
業
に
専
念
す
る
こ
と
を
優
先
す
る

た
め
の
苦
渋
の
選
択
で
あ
っ
た
。

●
二
代
目
の
苦
悩

フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
二
代
目
に
生
ま
れ
た

者
は
常
に
、
父
の
偉
業
を
知
る
人
々
の
好
奇
と
懐

疑
の
視
線
に
さ
ら
さ
れ
る
。
ま
た
、
台
湾
の
急
速

な
産
業
構
造
変
化
の
な
か
に
あ
っ
て
、
二
代
目
た

ち
は
、
家
族
事
業
に
参
与
す
る
よ
う
に
な
る
や
い

な
や
、
父
の
時
代
の
本
業
が
斜
陽
化
し
つ
つ
あ
る

と
い
う
現
実
に
直
面
し
、
否
応
な
く
新
規
事
業
へ

の
参
入
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
二

代
目
た
ち
に
は
、
グ
ル
ー
プ
の
構
造
転
換
を
主
導

し
つ
つ
、
家
族
に
よ
る
所
有
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
仕

組
み
を
維
持
す
る
と
い
う
困
難
な
任
務
も
課
せ
ら

れ
た
。

本
稿
で
み
た
台
湾
の
遠
東
グ
ル
ー
プ
と
和
信
グ

ル
ー
プ
の
二
代
目
た
ち
は
、
と
も
に
、
幾
重
も
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
な
か
で
、
一
九
九
○
年
代
に
新

た
に
開
放
さ
れ
た
規
制
緩
和
型
事
業
に
事
業
発
展

の
新
た
な
可
能
性
を
見
い
だ
し
た
。
両
グ
ル
ー
プ

は
、
事
業
多
角
化
戦
略
の
成
否
や
グ
ル
ー
プ
の
一

体
性
の
保
持
と
い
う
点
で
は
異
な
る
展
開
を
遂
げ

た
。
し
か
し
、
二
代
目
た
ち
が
直
面
し
た
困
難
と

苦
悩
に
は
、
共
通
す
る
も
の
が
多
い
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
は
常
に
企
業
の
論
理
と

家
族
の
論
理
の
は
ざ
ま
に
立
た
さ
れ
る
存
在
で
あ

る
。
加
え
て
近
年
で
は
、
グ
ル
ー
プ
傘
下
の
上
場

企
業
に
多
数
の
個
人
投
資
家
が
投
資
を
行
っ
て
い

る
こ
と
に
鑑
み
て
、
大
株
主
で
あ
る
所
有
主
家
族

の
専
横
か
ら
、
こ
れ
ら
の
零
細
投
資
家
の
権
益
を

保
護
す
る
た
め
の
企
業
統
治
の
仕
組
み
の
構
築
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
フ
ァ
ミ
リ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
の
二
代
目
・
三
代
目
た
ち
に
突
き
つ
け

ら
れ
る
試
練
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
ま
し
て
厳
し
い

も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

（
か 
わ
か
み　

も
も
こ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）

﹇
付
記
﹈
辜
家
の
複
雑
な
家
系
図
の
全
貌
に
つ

い
て
は
、
長
ら
く
資
料
間
で
多
く
の
食
い
違
い
が

あ
っ
た
が
、
最
近
出
版
さ
れ
た
参
考
文
献
⑤
は
、

辜
家
の
人
々
へ
の
綿
密
な
取
材
に
基
づ
く
辜
振
甫

の
伝
記
で
あ
り
、
辜
家
の
家
族
関
係
に
関
す
る
現

時
点
で
の
最
も
正
確
な
情
報
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
拙
稿
（
参
考
文
献
①
）
中
の
図
３
は
、
主
に

参
考
文
献
③
、
六
〜
七
ペ
ー
ジ
と
中
華
徴
信
所

『
台
灣
地
區
集
團
企
業
研
究
』
各
年
版
に
基
づ
い

て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
両
資
料
と
参
考
文

献
⑤
の
情
報
に
は
以
下
の
食
い
違
い
が
あ
っ
た
。

ま
た
筆
者
自
身
の
ミ
ス
も
あ
っ
た
。
以
下
の
点
を

お
詫
び
し
て
訂
正
・
付
記
し
た
い
。
①
辜
振
甫
の

母
は
施
過
。
②
辜
顕
榮
の
子
の
う
ち
敦
治
、
註
治
、

津
治
、
秀
治
は
女
。
③
偉
甫
の
母
は
岩
瀬
氏
。
④

斌
甫
は
翁
富
の
子
で
あ
る
が
、
実
子
で
は
な
く
養

子
。

《
参
考
文
献
》

①
川
上
桃
子
「
台
湾
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ

る
新
事
業
へ
の
参
入
と
所
有
・
経
営
│
移
動
電

話
通
信
事
業
の
事
例
」
星
野
妙
子
編
『
フ
ァ
ミ

リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
経
営
と
革
新
│
ア
ジ
ア
と
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
二
○

○
四
年
。

②
天
下
編
輯
『
徐
旭
東
八
方
拓
土
』
台
北
市
、
天

下
雜
誌
、
一
九
九
八
年
。

③
楊
瑪
利
・
楊
麗
君
等
『
一
兆
兩
千
億
黄
金
世
家

│
和
信
辜
家
傳
奇
』
台
北
市
、
天
下
雜
誌
、
二

○
○
三
年
。

④
司
馬
嘯
青
『
台
灣
世
紀
豪
門
、
辜
振
甫
家
族
』

台
北
市
、
玉
山
社
、
一
九
九
八
年
。

⑤
黄
天
才
・
黄
肇

『
勁
寒
梅
香
│
辜
振
甫
人
生

紀
實
』
台
北
市
、
聯
經
出
版
事
業
、
二
○
○
五

年
。
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